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湯
田
が
記
録
に
現
れ
た
古
い
史
料
に
、
建
久

８
年(

１
１
９
７
年)

鎌
倉
時
代
の
前
期
に
作
成

さ
れ
た
各
地
の
面
積
が
記
さ
れ
て
い
る『
建け

ん

久き
ゅ
う

図ず

田で
ん

帳ち
ょ
う

』が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
明
治
16

年
の
人
口
調
査
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
で
、
湯
田
地
区
に
つ
い
て
書
か
れ
た
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

　　

こ
れ
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
と
比

較
し
て
、
現
在
の
世
帯
数
は
約
１
０
０
世
帯
の

減
少
、
人
口
に
つ
い
て
は
千
人
以
上
も
減
少
し

て
い
ま
す
。
湯
田
地
区
の
少
子
高
齢
化
の
歴
史

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
す
。

■問合先　湯田地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 899-1802　湯田町 4313　 ・ 0996（28）0884

　

湯
田
地
区
は
、
本
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
７

つ
の
自
治
会
か
ら
成
り
、
人
口
５
８
３
人
・
２
９

０
世
帯
、
高
齢
化
率
49
％
、
小
学
生
18
人
・
中
学

生
16
人
の
小
規
模
地
区
で
す
。
東
部
の
上
湯
田
に

は
、
全
国
名
湯
百
選
の
川
内
高
城
温
泉
が
あ
り
、

毎
日
湯
治
客
ら
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
７
部
会
で
構
成
。

地
区
の
人
口
減
少
に
併
せ
て
、
児
童
生
徒
数
も
減

っ
て
い
る
た
め
、
す
べ
て
の
活
動
に
ひ
と
工
夫
も
、

ふ
た
工
夫
も
必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
負
け
ず
、「
緑

豊
か
な
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
て
活
力
あ
る
魅
力

溢
れ
る
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
夏
・
冬
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
世
代

間
交
流
事
業
、
文
化
祭
で
の「
せ
で
け
市（
＊
）」、

芸
能
大
会
、
西
郷
ど
ん
お
狩
場
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

プ
ラ
ム
ロ
ー
ド
菅
原
道
真
公
探
検
隊
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
年
寄
り
が
元
気
、
子
供
達
が
元
気
、

地
域
が
元
気
」を
合
言
葉
に
、
湯
田
地
区
資
源
保

全
組
合
に
よ
る
景
観
形
成
作
業
や
遊
休
農
地
解
消

の
た
め
の
作
業
に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
掛
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
で
地
域
を
守
る
気
運
を
高
め
、
湯
田
川
沿
い
に

広
が
る
田
園
風
景
が
さ
ら
に
美
し
く
な
る
よ
う
に
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
突
き
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
の
特
産
品
と
し
て「
黒
米
」・

「
黒
米
酢
」・「
菜
種
油
」な
ど
の
販
売
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

＊�

せ
で
け
市
＝
例
年
地
域
の
方
々
が
育
て
た
大
根
、

白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
１
０
０
点
以
上
が
出
品

さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
な
野
菜
の
出
品
者
を

表
彰
し
ま
す
。
そ
の
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

遊休農地解消と景観形成のために「甘
かん

藷
しょ

（サツマイモ）」の植え付けをする地域住民ら。

菅原道真公の歴史と足跡をたどる「プラムロード 菅原道真公探検隊」の様子。

西郷隆盛も愛好したという、名湯百

選に選ばれた高城温泉。ぜひ、お越

しください。

第 46 回

田
園
風
景
が
山
間
に
広
が
り
、名
湯

百
選
の
お
湯
が
涌
き
出
る
湯
田
地
区
。

住
民
が
夢
と
希
望
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
湯
田
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
湯
田
地
区
編 

〜

農地・水・環境保全のための｢湯田地
区資源保全組合｣の代表と地区コミ役
員も兼務しながら、まちづくりに奮
闘しています。

湯田ながれに沿って、いい湯・美の町、
なごむまちづくりに頑張っています。

湯田地区婦人会長の当て職で、いろ
いろなイベントにおける活動組織を
ボランティアで指揮しています。

第 27 回南日本女流美術展において、
出品作品の「斜陽」が最高賞の「女流
賞」を獲得。また、生け花の池坊師範
の腕前でもあります。

湯
田
地
区
の
昔
を
伝
え
る
史
料

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長松ま

つ

下し
た

　
忠た
だ

行ゆ
き

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

副
会
長
兼
事
務
局
長

岩い
わ

元も
と

　
博ひ
ろ

德の
り

さ
ん

湯
っ
た
り
湯
田
な
が
れ
部

会
長黒く

ろ

田だ

　
順じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん

　女
流
賞
作
家

桐き
り

原は
ら

　
幸ゆ
き

子こ

さ
ん

高
城
郡
湯
田
村
戸
数
人
口
十
六
年
一
月
一
日
調

総
　
戸
　
数
　
三
百
八
十
九
軒

内
別
居
戸
数
　
四
十
二
軒

本
　
戸
　
数
　
三
百
四
十
七
軒

総
　
人
　
口
　
千
六
百
四
十
六
人

内
　
男
　
子
　
八
百
十
六
人

　
　
女
　
子
　
八
百
三
十
人

第27回南日本女流美術展にて「女流

賞」を獲得した桐原さんの作品「斜

陽」。画題のカリフラワーは近所から

のもらい物だったとか。

保健センターで実施する保健事業
地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

11/24(火)
９ :00 〜 ９ :20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

12/１(火)
９ :00 〜 ９ :20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

樋 脇 12/２(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

入 来 12/２(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

東 郷 12/２(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

祁答院 12/２(水) ９ :30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

㉔広報薩摩川内　2009.11.10

  

文
化
功
労
者（
個
人
）

郷
土
芸
能

土ど

き

て手　

守も

り

お男

郷
土
芸
能

小こ

は

ら原
　
榮え
い
み
つ光

郷
土
芸
能

山や
ま
も
と本　

昭し
ょ
う
い
ち一

文
化
振
興

榎え
の
き
だ田　

満ま

す

お
洲
雄

文
化
財
保
護

濵は

ま

だ田　
　
　

宏ひ
ろ
し

文
化
財
保
護

福ふ
く
や
ま山　

芳よ

し

こ子

��

文
化
功
労
者（
団
体
）

郷
土
芸
能

山や
ま

田だ

下し
も
た
わ
ら
俵
お
ど
り
保
存
会

郷
土
芸
能

上か
み

手て

青
年
団

文
化
振
興

コ
ー
ル
し
ら
う
め

文
化
財
保
護

平ひ
ら

佐さ

焼や
き

研
究
会

   

社
会
体
育
功
労
者

＊【　

】内
は
推
薦
母
体

川か
わ
ば
た畑　

幸ゆ
き
の
り則

【
亀
山
地
区
体
育
協
会
】

有あ

り

ま馬　

一か
ず
よ
し吉

【
隈
之
城
地
区�コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
】

田た

し

ま島　

喜き

く

え
久
惠

【
高
来
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
】

肱ひ
じ
お
か岡　

俊し
ゅ
ん
さ
く作

【
西
方
地
区
体
育
協
会
】

花は

な

だ田　

博ひ
ろ
ゆ
き之

【
入
来
地
域
体
育
協
会
】

國こ
く
し
ょ
う生　

忠た
だ
の
り則

【
祁
答
院
地
域
体
育
協
会
】

大お

お

の野　

和か

ず

み美【
陸
上
競
技
協
会
】

齊さ
い
と
う藤　

司し

ろ

う朗

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

赤あ
か
さ
か坂　

安や
す
の
り德

【
弓
道
連
盟
】

古ふ
る
か
わ川　

忠た

だ

お夫

【
卓
球
連
盟
】

野の

も

と元　

通み

ち

お夫
【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
】

堤つ
つ
み
　
　
　

憲の

り

お男

【
柔
道
会
】

盛も
り
お
か岡　

博ひ
ろ
み
ち通

【
剣
道
連
盟
】

西に

し

の野　
　
　

満
み
つ
る

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

田た

び

ら平　

利と
し
ま
る丸【

軟
式
野
球
連
盟
】

𠮷よ
し
な
が永　

博ひ
ろ
あ
き明

【
水
泳
協
会
】

松ま
つ
な
が永　

英ひ
で
ひ
こ彦

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
】

  

社
会
体
育
優
良
団
体

＊【　

】内
は
推
薦
母
体

陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地
柔
道
部

【
柔
道
会
】

中
郷
病
院
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

Ｊ
Ｏ
Ｙ（
ジ
ョ
イ
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
】

水
引
酎
酎
21
Ｈ

【
綱
引
連
盟
】

夢
風
船

【
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
】

  

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手

＊【　

】内
は
主
な
成
績

西に

し

だ田　

哲て

つ

と人

（
陸
上
自
衛
隊
川
内
駐
屯
地
）

【
第
64
回
国
民
体
育
大
会（
と
き
め
き

新
潟
国
体
）レ
ス
リ
ン
グ
66
㎏
級

第
３
位
】

  

市
長
特
別
賞＊【　

】内
は
主
な
成
績

村む
ら
よ
し吉　

星せ

い

じ児

（
川
薩
清
修
館
高
等
学
校
）

【
平
成
21
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
男
子
１
０
０
ｍ
第
４
位
・

第
62
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対

抗
選
手
権
大
会
男
子
２
０
０
ｍ
第
６

位
】

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
を
目

的
に
、「
広
報
薩
摩
川
内（
原
則
月
の

第
２
週
に
発
送
す
る
分
）」に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
、
広
告
代
理
店（
申

込
先
）を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

顧
客
拡
大
や
業
務
内
容
の
紹
介
な

ど
に
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
広
告
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊ 

市
広
告
審
査
会
で
広
告
掲
載
の
決

定
を
受
け
た
後
、
掲
載
し
ま
す
。

【
広
告
掲
載
料
】＝
２
万
８
３
５
０
円

（
１
枠
１
回
・
消
費
税
込
み
）

＊
別
途
、
広
告
作
成
費
が
必
要

【
広
告
枠
の
規
格
】＝
１
枠
当
た
り

（
縦
）６
・
３
㎝
×（
横
）９
・
４
㎝

＊ 

最
大
６
枠
ま
で
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
広
告
の
色
】＝
フ
ル
カ
ラ
ー

【
申
込
先
】＝（
株
）オ
フ
セ
ッ
ト

０
９
９
６（
２
３
）２
５
１
３

【
問
合
先
】＝
本
庁
広
報
室
広
聴
広
報

Ｇ（
内
線
６
３
２
）

平
成
21
年
度

文
化
功
労
者
等
表
彰

平
成
21
年
度

社
会
体
育
功
労
者
等
表
彰

市
広
報
紙
に
有
料
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か




